
















ジャンボヤマべを追って

谷本俊八郎

長雨と台風の余畿にたたられどおしの9月。海へ向かえば強風と高波で船iとも乗れず.

川iζ入れば増水の赤ニゴリ。行く先ざさで雨と風につきまとわれて.天候ICフラれ，魚

iζフラれる。まさにさんざんな月であった。

それならば，多少の風にも.濁りも強いヤ7 ベ釣りならどうかと.半ばヤケくそ気味

IC伊豆の狩野川に白羽の矢をたててみた。乙乙のヤマベは名ICしおうイワシヤマベ.良

型のヤ 7 ベICは魅力があるし.ひょっとすると尺パヤにもお目Iζ僚かれるかも・・…。と

いうわけで車を定らせたのは，相変わらず空もょうのあやしい日曜日だった。

アユ釣りファンに混じって

当日は私の所属する会のアユ供養をかねての納竿会が行なわれる日でもあった。シー

ズン中IC釣られ，そして人間の腹のなかへ納められたアユをなぐさめようと川原に線香

をたてて，会員有志をにわか住職に仕立てたすえ，全員合掌して念仏をとなえるという

私たちの会に伝わるおどそかにして，乙っけいな年中行事のひとつである。

会の人たちに合流すべく，集合場所の狩野川公園Iζ着いたのが八時半。自宅を6時半

にたったので，ちょうど二時間のドライプだ。公閣の隣りに広い無料の駐車場があり，

奥lC茶庖も開いている。待ち合わせ場所として.また茶!苫ではアユの時期には入漁券も

取り扱っているから釣りにも便利で，乙乙へ車を置いて釣り場へはいるつり人も多い。

乙の日も土手下の本流では.落ちアユをねらって友竿をだすつり人たちは，水温の低い

早朝にもかかわらず，膝まで立ち込んでしきりにオトリを泳がせていた。

狩野川では友釣りのシーズンは長く，例年なら10月いっぱいは楽しめる乙とから，他

川lζ見切りをつけた友釣りファツは遠方からも乙の川を目がけて集まって、くる。しかし

秋色ただよう川原でみかける友釣り風景も盛夏のそれとはへだたりがある。何かしら

うらびれた雰囲気が感じられるのは，ああとれで今年のアユも終わりなのか.という気

持ちが心の底にあるからだろうか。午前中はアユ釣りに専念する会の人たちとは.昼の

集合場所を打ち合わせてヤ 7 ベ釣りにいく 。

修善寺附近IC好場所あり

伊豆にはハヤ，ヤマベの多い川がいくつかある。そのひとつは下回に流れる稲生沢川

であり，また松崎の那賀川でもあるが，それらは流域の長さ.釣り場の広さにおいて狩

野川の比ではない。狩野川は本支流合わせて，どとでもハヤかヤマベが釣れる lI!t.:。

しかし.どとでも釣れるとはいえ，あまり奥の方へはいってしまうとヤマメも釣れて
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しまうから.ヤマメの禁漁期を間近にひかえてつどうが懇い。(ヤマメの禁漁期間は10

月l白から翌年2月末まで)。なるべく 足場もよく， しかも渓相のよい中流部の修善寺

周辺に焦点をしぼってみた。

とのあたりでは，本流のほかに桂川.大見川などの支流も近く ，車で10分か20分くら

い走らせれば自由に釣り場がかえられてつどうがいい。

狩野川に沿って走る国道136号は，修善寺橋の近くから右方へ大きくカ ープして，し

ばらくの閉山側κはいり，支流の経川K平行して約 1ka.修善寺町の手前で桂川を渡っ
て船原方面へと続く。桂川での釣りは修善寺温泉付近から下流がよさそうだ。

足場のよさそうな所をさがしながら，温泉場のなかをうろちよろしているうちに，橋

の下手IC小さなトロ瀬IC続いて水深のある淵をみつけた。橋の上から水中をすかしてみ

ると瀬尻の石のまわりにきらりと光る魚影がいくつか……。内心しめしめとほくそえむ

と，早速車の中から道具をとりだして仕儲け作り。

バンの耳がいい

狩野川流域でのヤ7 ベ ・ハヤ釣りには，エサ釣りでは，本流の大場所(淵)などをね

らうならトウガラ シウキ，瀬釣りでは玉ウキを1っか2つつけたウキ釣りか，ヤマメ用

の目印をつけたミャク釣り仕掛け。

乙ζまでは他の川での釣りと同じだが，エサがちょっと変わっている。食パンの耳が

意外と食いがいいのだ。乙れを小さくちぎってハリに刺して流せば，どんなに固いパン

の耳でも適当K水分を含んで柔らかくなる。しかもとげ目のついた香気が魚の食欲をそ

そるのか，不思議なほどヤ 7 ベやハヤが飛びついてくるのだ。もちろん.水中の石Kつ

いているチョ ロ虫や黒川虫でも釣れるが，食パンの耳で釣れるのなら手をぬらして川虫

を探る必要もないし，まして，眼の色変えて他人よりよけいκ釣ろうという気さえなけ

れば，パンをかじりながらのんびりと釣りが楽しめるというものだ。

毛ばりの流し釣りももちろん可能た。ただし乙の釣りはアユのソ上期ICは禁止。私の

釣り方はミャク釣り仕掛けにアユの毛パリを一本結んだ簡単なもの。川虫採りもおっく

う。エサのっけかえも面倒，腰iζ ピクをさげて歩いても魚を入れるとともない，いた っ

て無精なつり人に向いている釣りだ。

ゆかたがけの釣り場

乙の日は最初につけた毛パリの「お染めJが当た って，桂川では小さなヤ 7 ベがよく

釣れた。ハリ IC返しがないからチモトを持って軽く振ると，手で魚K触れる前IC魚の方

からはずれて水面へ落ちてくれる。

釣っては放しを繰り返していると， 突然頭の上の方から 「釣れますかァ」と黄色い声

がかかった。見あげると対岸の護岸すれすれに建てられた旅館の手すりに身を乗りだし
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ている女中さんの姿。泊まり客を送り出したあとで部屋の帰除をしていたのだろう，座

敷幸喜を手jとしている。 rうんJといって頭をさげようとしたが，降りだした雨のしずく
が帽子のひさしにたまって，いまにもとiまれ落ちそうなので，そのままの姿勢でウイン

クしてみせる。と ζろが敵はなんの反応も示さずICぷいっと部屋の奥へ消えてしまった。

それもそのはず，とっちは濃い色のサングラスをしていたから，片目をつぶっても相手

iとわかるわけがない。 rパカだなオレは一一J。
しばらくするとその上の階から，ゆかた掛けの頭がひとつ，少し聞をおいてひとつま

たひとつとだんだん頭数が増えてくる。すべての視線がとちらを見下ろしているかと想

像しただけでも気が散って釣りど乙ろではなし、。乙とらが潮時と大見川へ釣り場を移動。

ジャンボヤ 7 ベ花見参

桂川iζ比べて大見川は川原も広<.本流の狩野川IC劣らない水量を保っている。乙の

川での大場所のひとつに，狩野川との合流点から 500mぐらい上流の大淵がある。乙乙

ICは右岸ICゴミ焼き場，対岸の崖の上には大きな養豚場，どっちを向いてもクサイ場所

だ。

大淵IC続いて川幅の広い トロ場，いずれも大パヤや大型ヤ 7 ベの多いと ζろだ。 ζζ

の淵尻でしばらくの間，いわゆるイワシヤマベの力強い引き味を湛能， 12時をまわった

ので集合場所の日向神社へはせ参じる。

神社には間違いはないが，祭りや有事のあるとき以外は使われていないのだろうか，

社殿の内部は全くのも抜けのから。勿論ど神体まで取り払われてあった。早今と川から

あがった仲間たちが，境内の木陰iζ雨を除けてカマドを作り火を炊いている。

今日の献立は釜あげうどんだそうだ。今月の幹事であるそば屋のN君が本職の腕壱ふ

るい，大ナベでうどんをゆでてくれる。熱いうちにタレにつけて，雨にうたれて冷えき

った胃の中へ流し込む。食べる人数が多いから板前さんはおおわらわだ。

からだが温まり，胃の中が満足すると 2本の缶ビーノレがからだ中にまわって，神殿の

板の間の上で長々とダウン。

眼がさめると前にも増してどしゃ降りの雨だった。 一ーおわり一

(雑誌「つり人JIc掲載)

(新8回 日本フィ ッシングサービスK.K) 
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会務報告

〔庶務〕

役員会 49. 5. 24 私学会館 (pm5: 30-8・00) 

棚橋会長の挨拶IC引続き各委員より会務報告が行なわれた。とくに50周年記念事業の

赤字の件は，会長より一任してほしいむね発言あり，了承された。

総 会 49.5. 24 私学会館 (pm5: 30 -8 : 00) 

講演として大日本印届IJ岡常務取締役，旧制26回卒 古関敬三氏の rl/H削ミリに生

きる」を拝聴したのち，山本先生の叙勲(勲三等旭日中綬章)を会員一同祝賀申し上げ

会食iζ入った。当日出席は130名余を数え盛会であった。

公開謙譲

「応化会だよりJ第16号IC掲載された名手氏提案の 「応化会ヤングの会)を，学生及

び若い卒業生を対象として応化会，教室共催の公開特別講義という形で理工学部大教室

(時聞は各国ともpm3: 50から)で実施した。

第1回(49. 9. 25) r石油とその代替燃料」
公害資源研部長燃料2回卒坂部 孜氏

第2回 (49.10. 30) r農薬の話」
日本化学工業側肥料部長代理 l日制31回卒海野良 一氏

第3回 (49.12. 4) rポリエチレンフォームの研究と開発j
古河電気工業側研究所長旧制22回卒細田喜六郎氏

各固とも卒業生10余名，学生 200余名の参加を得，講演終了後卒業生と学生が懇談す

る機会をもうけた。なお今回の案内状は卒業10年以内で東京近郊在住.会費納入者IL送

付した。

学位取得者

工学縛士真田 茎 "積層型ポリカチオン重合体の合成と高電導性TCNQ塩への

応用"

松因 五明 "ニッケノレおよび銅の初期電析現象"

逢坂 哲弥"水溶性高分子の界面挙動"

川瀬 義矩 "波及抽出機構とその応用に関する研究"

石渡 正1寺 "起泡分離法IC関する化学工学的研究"

理学樽士 古賀 義紀“1∞GHz帯誘電特性測定による分子構造の研究"
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〔会計〕

昭和48年度会計報告

収支決算表

(自昭和48年4月1日)
至昭和49年3月31日

収 入 支 出

費 目 金額 予算 費 目 金額 予算

前期繰越金 123.742 123.742 会 報 費 742.940 650.0∞ 
正会員 会 費 1.194.8∞} 950.000 名 簿 資 652.838 7∞.0∞ 
有志、会員会費 10.∞o 集 会 費 64.680 2∞.000 
学生会員会費 310.500 270.000 学生部会費 40.0∞ 70.000 
諸 利 ，息 104.690 1∞.000 集 金 費 お015 50.0∞ 
寄 付 金 31.000 O 支 部 費 40.0∞ 40.0∞ 
雑 収 入 4，226 。用 口口口 費 73.5ω 30.000 
名簿積立金 200，α)() 700-.000 事 務 費 190.0∞ 250.0∞ 

136局5 1.189.000 雑 費 12.646 20.0∞ 

ど三
50周年

167.965 1.189.000 記年事業

次期繰越金 1a.249 (予)133.742 

2.115.923 3.332.742 2.115.923 3.332.742 

最50周年記念事業は49年度で完了致しますので，寄付者芳名録および使途1<:::つきまして

次号 08号)に掲載の予定です。

貸借対照表

(昭和49年3月31日)

借 方 貸 方

費 目 金 額 費 目 金 額

現 金 8.735 前納会費積立金 578.4∞ 
郵 使 振 替 39.912 名簿刊行積立金 1.2∞.000 
s日tz. 通 預 金 62.453 50周年積立金 1.052.035 
郵 使 貯 金 482.584 基 金 1.390.000 
定 期 預 金 3.730.000 次期繰越金 103.249 

4.323.684 4.323.684 I 
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小林奨学基金利息収支決算表

(自昭和48年4月1日)
至昭和49年3月31日

収 入 支 出

資 目 金 額 費 目 金 額

前期繰越金 389.496 教員研究費 280.∞o 
貸付信託収益金 277.759 次-----期繰/越金 396.226 
普通預金利息 8.971 

676.226 ‘37?n6 

基金(貸付信託)総額397万円{小林基金幻4万円，水野氏123万円)

使用済利息255.5万円

昭和49年度予算表 ， ，. 
ー・ ". ~ ヰ

収 入 支 出

費 目 金 額 1 ・費 目 '金 額

前期繰越金 103.249 会 報 費 5凪000
正有志会員会費 9回.000 集 会 費 150.ωo 
学生会員会費 280.0∞ 学生金部会費 l∞.000 
諸 手IJ 息 1∞.0∞ 集 費 同，∞o
50周年積立金 1.052.035 支 部 費 40.000 

/ 
用 ロロロ 費 30.∞o 
事 務 費 250.000 
雑 費 20.∞o 
50周年事業費 1.052.035 
名簿積立金 170.∞o 
予 備 費 103.2刈9

2.515.284 2.515.284 
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会員言卜報

下記の諸氏の御逝去の報を受けました。

謹んで哀悼の怠を表します。

井上勇氏

早稲田大学理工学部資源工学科教授，同大学評議員並商議員。 急性肺炎の為

11月20日6時 45分死去。亨年58才。

肝付費隆美氏

早稲田大学商議員.元当応用化学会会長。結腸ガ Yの為.11月22日21時32

分死去。亨年81才。

.集後記

。応化会だよりの編集を引き受けた時は，何が面白い企画でもと思いめぐらしていたの

に，印刷の期限が迫るとそれに聞に合せるのがやっとで，原稿を依頼し， 書いて戴くの

に大変苦労しました。

。化学とは関係ない分野で活躍されている会員の原稿を毎回載せたいと思い， 今回は釣

のサービス会社を経営されている谷本俊八郎氏にお願いしました。(岸本孝夫)

0t世の中が忙しくなったせいか，原稿執筆を引受けて下さる方を探すのが編集幹事の一
番大きな仕事になっています。今回から岸本孝夫君 (新13回，早大理工学部工業化学実

験宗)に編集幹事に加わってもらい.今回は企画から執筆者選定， 原稿依頼などすべて

同君がやってくれました。同君， および原稿をお寄せ下さった諸氏IC深謝します。

。編集幹事追加については教室会議の了承を得たのみですが， 次回の役員会でお認め頂

くようお願いする積りです。(佐藤 匡)

昭和49年12月 発行

発 行 早稲田応用化学会

編集兼
発行人

印刷

新宿区西大久保4 早大理工学部内

佐 藤 匡 岸 本 孝夫

緩堀越研 究 所
千代田区神間神保町2-20


